


 

エラ・サラ・ベンサソン＝ゴーディスに捧げる

シオンの娘よ、喜び楽しめ

（ゼカリヤ書 2 章 14 節）

そして

べイラ・ハイコフに捧げる

生涯貫くイスラエルへの情熱とユダヤの教育への取り組みは

彼女の子らの、そして孫たちの霊感となっている
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泣きやむがよい、

目から涙をぬぐいなさい。

あなたの苦しみは報われる……

あなたの未来には希望がある、

あなたの子供たちは自分の国に帰って来る。

　エレミヤ書 31 章 16~17 節

人間の生活は、生まれ故郷のどこかに、しっかりと根を下ろし

ているべきだ。そこでは、故郷の景色、人々がいそしむ労働、

その物音や言葉の調子に、やさしい肉親の愛を抱くだろう。将

来広い知識を身につけても、幼い日のわが家には、他には感じ

ないはっきりとした郷愁を抱くものだ。そこで過ごした幼少の

明確な記憶に愛情が織り込まれるだろう。

　ジョージ・エリオット『ダニエル・デロンダ』
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ス
ラ
エ
ル
の
大
胆
な
行
動
に
世
界
中
か
ら
非
難
の
声 

232　

ド
イ
ツ
と
の
交
渉
で
国
内
に
議
論
が
巻
き
起
こ

る 

233　

補
償
金
が
イ
ス
ラ
エ
ル
社
会
に
与
え
た
影
響 

236　

カ
ス
ト
ネ
ル
は
自
分
の
魂
を
悪
魔
に
売
っ
た
の
か 

237　

自
ら
の
体
験
を
語
り
た

が
ら
な
い
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
生
存
者
た
ち 

238　

核
兵
器
と
い
う
イ
ス
ラ
エ
ル
の
安
全
保
障 

239　

決
裂
寸
前
と
な
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
ユ
ダ
ヤ

人
と
の
関
係 

241　

ア
イ
ヒ
マ
ン
裁
判
で
の
生
存
者
の
証
言 

242　

自
国
を
持
つ
こ
と
の
あ
り
が
た
さ 

247

分
断
さ
れ
た
ま
ま
の
首
都
を
嘆
く 

249　

ラ
ビ
・
ツ
ヴ
ィ
・
イ
ェ
フ
ダ
・
ク
ッ
ク
の
叫
び 

250　

ソ
連
に
け
し
か
け
ら
れ
た
エ
ジ
プ
ト
と
シ
リ

ア 

251　

開
戦
の
意
志
を
ち
ら
つ
か
せ
る
エ
ジ
プ
ト 
252　

エ
バ
ン
外
相
の
外
交
努
力
も
空
し
く 

254　

エ
シ
ュ
コ
ル
首
相
の
ラ
ジ
オ
放
送
で
の

大
失
態 

255　

見
放
す
ア
メ
リ
カ
、
ア
ラ
ブ
に
肩
入
れ
す
る
フ
ラ
ン
ス 

258　

世
界
の
ユ
ダ
ヤ
人
に
よ
る
支
援 

258　

ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
が
中
東
に

来
る
と
い
う
恐
怖 

259　

イ
ス
ラ
エ
ル
初
の
「
統
一
政
府
」 260　

先
制
攻
撃
す
れ
ば
イ
ス
ラ
エ
ル
は
勝
て
る 

260　

開
戦
前
に
決
ま
っ
た
勝
敗 

261

イ
ス
ラ
エ
ル
の
嘆
願
を
退
け
て
参
戦
し
た
ヨ
ル
ダ
ン
軍 

262　

「
エ
ル
サ
レ
ム
の
障
壁
を
突
破
し
、
展
望
山
に
到
達
せ
よ
」 263　

「
神
殿
の
丘

は
私
た
ち
の
手
に
」
―
―
聖
都
に
角
笛
が
響
き
わ
た
る 

264　

ソ
連
の
参
戦
を
恐
れ
、
シ
リ
ア
軍
の
対
処
に
悩
む
ダ
ヤ
ン 

265　

激
戦
の
末
、

シ
リ
ア
が
休
戦
に
合
意 

266　

イ
ス
ラ
エ
ル
の
決
定
的
な
勝
利 

267　

六
日
戦
争
の
歴
史
的
な
検
証 

268　

安
全
と
、
自
信
と
、
誇
り
と
、
国
際

的
な
賞
賛
を
掴
む 

269
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中
東
・
ア
フ
リ
カ
系
ユ
ダ
ヤ
人
の
音
楽 

311　

社
会
の
隅
に
追
い
や
ら
れ
た
ミ
ズ
ラ
ヒ
ー
の
不
満 

312　

ア
ラ
ブ
人
や
ミ
ズ
ラ
ヒ
ー
系
ユ
ダ
ヤ

人
に
寄
り
添
う
ベ
ギ
ン 

313　

逆
転
勝
利
―
―
ベ
ギ
ン
政
権
の
発
足 

315　

エ
ジ
プ
ト
の
サ
ダ
ト
大
統
領
と
和
平
を
結
ぶ 

316　

ア
ラ
ブ
の
過
激

自
信
に
満
ち
て
様
変
わ
り
し
た
イ
ス
ラ
エ
ル 

289　

イ
ス
ラ
エ
ル
不
敗
神
話
の
象
徴
バ
ル
レ
ヴ
・
ラ
イ
ン 

290　

「
消
耗
戦
争
」
―
―
ナ
セ
ル

最
後
の
戦
い 

291　

「
高
校
三
年
生
の
手
紙
」 291　

パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
テ
ロ
活
動
が
本
格
化 

292　

Ｐ
Ｌ
Ｏ
に
よ
っ
て
レ
バ
ノ
ン
が
崩
壊 

293　

ソ

連
を
巧
み
に
操
る
エ
ジ
プ
ト
の
サ
ダ
ト
大
統
領 

294　

戦
争
を
回
避
で
き
る
機
会
は
何
度
も
あ
っ
た 

295　

次
々
と
情
勢
判
断
を
誤
る
軍
首
脳

部 

296　

贖
罪
日
の
静
寂
を
破
る
サ
イ
レ
ン
と
月
光
ソ
ナ
タ 

298　

戦
闘
の
真
最
中
で
さ
え
無
敵
神
話
が
蔓
延 

298　

イ
ス
ラ
エ
ル
が
崩
壊
寸
前

だ
っ
た
第
一
局
面 

300　

イ
ス
ラ
エ
ル
の
反
撃
が
始
ま
る 
301　

父
親
が
息
子
た
ち
と
共
に
戦
っ
た
初
め
て
の
戦
争 

302　

「
七
三
年
の
冬
」
―

―
イ
ス
ラ
エ
ル
社
会
を
覆
う
喪
失
感 

304　

政
府
の
失
態
に
甘
か
っ
た
ア
グ
ラ
ナ
ッ
ト
調
査
委
員
会 

305　

建
国
の
父
ベ
ン
グ
リ
オ
ン
の
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306

勝
者
の
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争
―
―
平
和
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の
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独
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に
暗
殺
さ
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） 326　

サ
ブ
ラ

と
シ
ャ
テ
ィ
ラ
の
悲
劇 
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争
が
も
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症 
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メ
ナ
ヘ
ム
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ベ
ギ
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が
遺
し
た
も
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331

ミ
ズ
ラ
ヒ
ー
系
の
絶
大
な
支
持
を
得
た
宗
教
党
シ
ャ
ス 

333　

中
東
各
地
で
目
覚
め
る
イ
ス
ラ
ム
教
へ
の
信
仰
心 

335　

急
速
に
勢
力
を
拡
大

し
た
イ
ス
ラ
ム
原
理
主
義
組
織 

336　

第
一
次
イ
ン
テ
ィ
フ
ァ
ー
ダ
―
―
パ
レ
ス
チ
ナ
人
に
よ
る
一
斉
蜂
起 

338　

Ｐ
Ｌ
Ｏ
が
パ
レ
ス
チ
ナ
人

の
唯
一
正
当
な
代
表
と
な
る 
339　

占
領
が
イ
ス
ラ
エ
ル
人
に
も
た
ら
し
た
変
化 

340　

ソ
連
崩
壊
と
百
万
人
の
帰
還
移
民 

341　

科
学
や
芸
術

に
貢
献
す
る
ロ
シ
ア
系
ユ
ダ
ヤ
人 
342　

エ
チ
オ
ピ
ア
の
ユ
ダ
ヤ
人
を
救
出
し
た
「
ソ
ロ
モ
ン
作
戦
」 343　

エ
チ
オ
ピ
ア
系
と
ロ
シ
ア
系
の

皮
肉
な
共
通
点 

344　

湾
岸
戦
争
に
じ
っ
と
堪
え
る
イ
ス
ラ
エ
ル
国
民 

345　

マ
ド
リ
ー
ド
会
議
か
ら
オ
ス
ロ
合
意
へ 

346　

早
く
も
危
機
に
陥

っ
た
オ
ス
ロ
合
意 

349　

イ
ス
ラ
エ
ル
と
ヨ
ル
ダ
ン
が
結
ん
だ
平
和
協
定 

351　

和
平
の
推
進
者
ラ
ビ
ン
首
相
が
凶
弾
に
倒
れ
る 

351

「
シ
ャ
ロ
ー
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、
ハ
ベ
ル
」 355　
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レ
ス
か
ら
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
、
そ
し
て
バ
ラ
ク
へ 

356　

イ
ス
ラ
エ
ル
軍
の
レ
バ
ノ
ン
撤
収 

357　

初
め
か
ら
和

平
の
意
志
が
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か
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た
ア
ラ
フ
ァ
ト 

358　
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ャ
ロ
ン
の
「
神
殿
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丘
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訪
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暴
な
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次
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フ
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相
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激
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366　
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相
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ガ
ザ
撤
退
の
決
断 

366　

パ
レ

ス
チ
ナ
自
治
政
府
の
選
挙
で
ハ
マ
ス
が
圧
勝 

368　

常
備
軍
の
よ
う
な
テ
ロ
組
織
と
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苦
戦 

370　

イ
ス
ラ
エ
ル
が
勝
つ
こ
と
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で
き
な
い
戦

争 
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界
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新
興
企
業
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」 372　

国
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の
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や
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保
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374

ユ
ダ
ヤ
国
家
の
消
滅
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狙
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原
書
に
あ
っ
た
脚
注
や
、
訳
者
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注
釈
に
つ
い
て
は
、
本
文
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に 

※ 

で
数
字
を
付
し

　
　

て
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見
開
き
頁
毎
に
左
脇
に
示
し
た
。

一
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原
文
に
あ
っ
た
巻
末
注
に
つ
い
て
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（　

）
で
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を
付
し
て
、
原
書
の
と
お
り
巻
末

　
　

に
ま
と
め
て
掲
載
し
た
。

一
、
地
名
、
人
名
な
ど
の
固
有
名
詞
、
ま
た
ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
グ
ル
ー
プ
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な
ど
の
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称
は
、

　
　

原
則
と
し
て
原
語
に
近
い
形
で
仮
名
表
記
し
た
。

一
、
主
要
人
物
や
用
語
に
関
し
て
は
、
巻
末
付
録
の
人
物
解
説
や
用
語
解
説
を
参
照
の
こ
と
。



13 序　人類のある壮大な物語

　
ユ
ダ
ヤ
人
の
国
造
り
を
予
見
し
た
文
豪
ト
ウ
ェ
イ
ン

 

「
ユ
ダ
ヤ
人
は
法
律
で
ロ
シ
ア
か
ら
締
め
出
し
を
食
ら
っ
て
い
る
」
と
、

ア
メ
リ
カ
の
文
豪
マ
ー
ク
・
ト
ウ
ェ
イ
ン※
２

が
一
八
九
八
年
の
ハ
ー
パ
ー

ズ
・
マ
ガ
ジ
ン
に
書
い
て
い
る
（
（
（

。
「
ス
ペ
イ
ン
は
四
百
年
前
に
ユ
ダ
ヤ

人
を
追
放
し
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
そ
の
数
世
紀
後
に
追
放
。
キ
リ
ス
ト

教
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
、
い
つ
の
時
代
も
…
…
ユ
ダ
ヤ
人
の
生
活
を
制
限

し
て
き
た
。
ユ
ダ
ヤ
人
は
法
令
に
よ
っ
て
次
々
と
職
を
奪
わ
れ
、
実
際

に
何
も
残
ら
な
か
っ
た
。
農
業
を
禁
じ
ら
れ
、
弁
護
士
や
医
者
は
ユ
ダ

ヤ
人
社
会
以
外
で
の
開
業
は
許
さ
れ
ず
、
手
工
業
も
禁
止
さ
れ
た
。
教

育
機
関
も
理
科
系
の
学
校
で
さ
え
、
こ
の
恐
る
べ
き
敵
対
者
に
は
門
戸

を
閉
ざ
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
」

　

だ
が
、
一
人
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
、
現
状
を
改
善
す
る
た
め
に
あ
る
構
想

を
抱
い
た
、
と
ト
ウ
ェ
イ
ン
は
綴
っ
て
い
る
。
「
［
テ
オ
ド
ー
ル
・
ヘ
ル

ツ
ェ
ル
］
の
計
画
を
お
聞
き
に
な
っ
た
だ
ろ
う
か
。
彼
は
世
界
中
の
ユ

ダ
ヤ
人
を
パ
レ
ス
チ
ナ
に
集
め
、
彼
ら
自
身
の
政
府
を
建
て
る
ら
し
い

イ
ス
ラ
エ
ル
で
現
実
主
義
者
に
な
る
た
め
に
は
、
奇
跡
が
起
こ
り
得
る
こ
と
を
信
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い※
１
。

　

―
―
イ
ス
ラ
エ
ル
初
代
首
相　

ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ベ
ン
グ
リ
オ
ン
（
（
（

　
　
　
　
　

　
序
　
人
類
の
あ
る
壮
大
な
物
語

※
１
訳
注
・
ベ
ン
グ
リ
オ
ン
の
弟
子
で
、
後
に
イ
ス
ラ
エ
ル
の
要
職
を
歴
任
し
た
シ
モ
ン
・
ペ
レ
ス
は
、「
ベ
ン
グ
リ
オ
ン
の
言
う
と
お
り
だ
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
現
実
主

義
と
は
、
不
可
能
を
実
現
す
る
こ
と
だ
」
と
述
べ
て
い
る
。

※
２
訳
注
・
マ
ー
ク
・
ト
ウ
ェ
イ
ン
（
一
八
三
五
～
一
九
一
〇
（。
ア
メ
リ
カ
の
作
家
、
小
説
家
。
日
本
で
は
『
ト
ム
・
ソ
ー
ヤ
ー
の
冒
険
』
な
ど
の
作
品
が
有
名
。

一
八
六
七
年
に
地
中
海
沿
岸
か
ら
中
近
東
地
方
を
旅
し
て
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
情
景
を
詳
細
に
伝
え
て
い
る
（『
イ
ノ
セ
ン
ト
・
ア
ブ
ロ
ー
ド
』（。
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―
―
と
い
っ
て
も
、
恐
ら
く
ト
ル
コ
皇
帝
の
管
轄
下
に
な
る
の
だ
ろ
う
。

昨
年
の
［
第
一
回
シ
オ
ニ
ス
ト
会
議
］
に
は
…
…
各
地
の
代
表
が
出
席

し
、
提
案
は
圧
倒
的
な
支
持
を
得
て
採
択
さ
れ
た
」

　

ト
ウ
ェ
イ
ン
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
が
こ
れ
ま
で
に
遂
げ
た
数
々
の
功
業
を

称
え
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
彼
ら
の
窮
状
に
は
同
情
を
示
し
、
ま
た
、

パ
レ
ス
チ
ナ
に
国
家
を
築
き
た
い
と
い
う
新
た
な
願
望
に
も
少
な
か
ら

ず
理
解
を
表
し
て
い
る
。
だ
が
、
一
抹
の
懸
念
も
抱
い
て
い
た
。
「
私
は
、

ト
ル
コ
皇
帝
で
も
な
い
し
、
異
議
を
唱
え
る
つ
も
り
も
な
い
。
し
か
し
、

も
し
、
仮
に
自
由
な
国
で
、
世
界
中
で
最
も
悪
賢
い
と
い
わ
れ
る
連
中

が
集
結
す
る
よ
う
な
事
態
が
起
き
れ
ば
…
…
そ
れ
を
阻
止
す
る
の
が
政

治
と
い
う
も
の
だ
ろ
う
。
ユ
ダ
ヤ
民
族
が
、
自
分
た
ち
の
潜
在
力
に
気

づ
い
た
ら
大
変
だ
。
馬
が
そ
の
力
を
知
っ
た
ら
、も
う
乗
れ
な
く
な
る
」

　
イ
ス
ラ
エ
ル
と
い
う
奇
跡

　

恐
ら
く
、
ト
ウ
ェ
イ
ン
は
、
自
身
の
先
見
性
に
気
づ
い
て
は
い
な
か

っ
た
の
だ
ろ
う
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
建
国
は
、
彼
の
記
事
が
ハ
ー
パ
ー
ズ

に
掲
載
さ
れ
た
ち
ょ
う
ど
五
十
年
後
に
実
現
す
る
。
そ
れ
は
、
色
々
な

意
味
で
人
類
史
上
稀ま

れ

に
見
る
驚
異
的
な
物
語
だ
。
あ
の
苛
酷
な
時
代
を

耐
え
抜
き
、
ほ
ん
の
数
十
年
の
間
に
凄
ま
じ
い
発
展
を
成
し
遂
げ
、
繁

栄
の
高
嶺
に
上
り
詰
め
た
民
族
が
他
に
い
る
だ
ろ
う
か
。
こ
の
一
世
紀

の
間
に
イ
ス
ラ
エ
ル
で
起
き
た
こ
と
は
、
間
違
い
な
く
現
実
だ
が
、
時

と
し
て
夢
物
語
の
よ
う
に
思
え
る
こ
と
が
あ
る
。

　

イ
ス
ラ
エ
ル
―
―
そ
れ
は
郷
土
を
失
っ
た
民
族
が
、
二
千
年
の
間
、

一
つ
の
夢
を
抱
き
続
け
、
存
亡
の
危
機
か
ら
救
わ
れ
、
絶
対
に
不
可
能

だ
と
思
わ
れ
た
中
、
自
ら
の
未
来
を
築
き
上
げ
て
い
く
物
語
で
あ
る
。

ユ
ダ
ヤ
人
は
、
紀
元
七
〇
年
に
ロ
ー
マ
軍
に
よ
っ
て
ユ
ダ
地
方
か
ら
追

放
さ
れ
た
。
以
来
二
千
年
間
、
父
祖
の
地
に
帰
る
こ
と
を
夢
見
続
け
て

き
た
。
彼
ら
の
日
毎
の
礼
拝
に
は
、
神
が
自
分
た
ち
を
郷
土
シ
オ
ン※
１

へ

帰
し
て
く
れ
る
よ
う
に
求
め
る
祈
祷
を
は
じ
め
、
エ
ル
サ
レ
ム
に
関
す

る
祈
り
が
数
多
く
存
在
す
る
。
ユ
ダ
ヤ
人
は
ど
こ
に
い
て
も
、
エ
ル
サ

レ
ム
の
方
角
を
向
い
て
祈
っ
た
。
過ペ

サ

ハ

越
祭
の
晩
餐
で
は
、
必
ず
最
後
に

「
来
年
は
エ
ル
サ
レ
ム
で
！
」
と
唱
え
た
。
ユ
ダ
ヤ
人
が
自
ら
望
ん
で

シ
オ
ン
を
離
れ
た
こ
と
は
、
一
度
と
し
て
な
い
。
彼
ら
は
い
つ
の
日
か

父
祖
の
地
に
帰
還
で
き
る
こ
と
を
信
じ
て
疑
わ
な
か
っ
た
。

　

十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
ユ
ダ
ヤ
人
は
少
し
ず

つ
パ
レ
ス
チ
ナ
に
帰
還
し
始
め
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
人

迫
害
の
激
化
は
不
可
避
と
判
断
し
て
移
り
住
む
者
も
い
れ
ば
、
純
粋
な

思
想
に
駆
り
立
て
ら
れ
て
帰
還
す
る
者
も
い
た
。
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
全
盛
期
で
、
ユ
ダ
ヤ
人
も
独
自
の
国
家
を
持
つ
べ

き
だ
と
考
え
た
。
し
か
し
、
こ
の
夢
が
実
現
す
る
の
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
自

ら
の
祈
り
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
不
幸
に
も
、
二
十
世
紀
最
大
の
惨
事

が
直
接
の
要
因
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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一
九
一
七
年
、
イ
ギ
リ
ス
は
バ
ル
フ
ォ
ア
宣
言
を
発
し
て
、
ユ
ダ
ヤ

国
家
建
設
を
支
持
し
た
が
、
そ
の
後
の
具
体
的
な
進
展
は
遅
か
っ
た
。

イ
ギ
リ
ス
の
態
度
は
、
曖
昧
さ
か
ら
や
が
て
敵
意
へ
と
変
わ
っ
た
。
一

九
三
〇
年
代
に
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
へ
の
ユ
ダ
ヤ
移
民
を
阻
止
し
始
め
、

よ
う
や
く
現
実
味
を
帯
び
て
き
た
ユ
ダ
ヤ
国
家
建
設
と
い
う
シ
オ
ニ
ズ

ム
の
希
望
を
挫く

じ

こ
う
と
し
た
。
同
じ
頃
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
は
世
界
最
大

の
ユ
ダ
ヤ
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
存
在
し
た
が
、
一
九
三
九
年
か
ら
一

九
四
五
年
に
か
け
て
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
住
む
三
百

三
十
万
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
う
ち
九
割
を
虐
殺
。
最
終
的
に
世
界
の
ユ
ダ
ヤ

人
口
の
三
分
の
一
を
殺
害
し
た
。

　

こ
の
史
上
類
例
の
な
い
虐
殺
の
影
響
も
あ
り
、
国
際
世
論
は
徐
々
に

変
化
し
て
い
っ
た
。
ユ
ダ
ヤ
人
に
定
住
地
が
必
要
な
の
は
、
も
は
や
自

明
の
こ
と
と
な
っ
た
。
シ
オ
ニ
ス
ト
た
ち
は
、
建
国
に
備
え
て
様
々
な

機
関
を
設
立
し
、
や
が
て
イ
ギ
リ
ス
を
パ
レ
ス
チ
ナ
か
ら
撤
退
さ
せ
た
。

一
九
四
八
年
五
月
、
イ
ス
ラ
エ
ル
国
は
誕
生
し
た
。

　

建
国
当
初
は
困
難
の
連
続
だ
っ
た
。
資
金
の
蓄
え
も
な
く
、
イ
ン
フ

ラ
設
備
も
全
く
不
充
分
な
中
、
当
時
の
イ
ス
ラ
エ
ル
人
口
を
は
る
か
に

上
回
る
大
量
の
移
民
を
一
挙
に
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

イ
ス
ラ
エ
ル
国
の
独
立
と
共
に
、
数
十
万
単
位
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
、
北
ア

フ
リ
カ
、
イ
ラ
ン
、
イ
ラ
ク
、
そ
の
他
の
国
か
ら
追
放
さ
れ
、
大
挙
し

て
イ
ス
ラ
エ
ル
に
押
し
寄
せ
た
。
他
方
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
は
、
ナ
チ

ス
に
よ
る
ユホ

ロ

コ

ー

ス

ト

ダ
ヤ
人
大
虐
殺
を
生
き
延
び
た
十
五
万
人
の
ユ
ダ
ヤ
難
民

が
、
壮
絶
な
ト
ラ
ウ
マ
を
抱
え
て
イ
ス
ラ
エ
ル
に
生
還
。
イ
ス
ラ
エ
ル

の
地
は
、
そ
も
そ
も
人
の
住
め
な
い
沼
地
や
未
開
の
地
、
不
毛
の
荒
れ

地
ば
か
り
で
、
天
然
資
源
に
乏
し
く
、
資
金
も
皆
無
に
等
し
い
。
イ
ス

ラ
エ
ル
の
国
は
選
択
の
余
地
も
な
く
、
大
量
の
難
民
す
べ
て
を
養
い
、

住
居
を
与
え
、
食
料
配
給
を
開
始
し
た
。
そ
し
て
建
国
し
た
数
年
後
に

は
、
財
政
破
綻
寸
前
の
危
機
に
直
面
し
た
。

　

だ
が
、
イ
ス
ラ
エ
ル
人
は
屈
し
な
か
っ
た
。
一
つ
に
は
、
他
に
行
き

場
が
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
こ
の
よ
う
な
中
、
長
い
間
イ
ス
ラ
エ
ル
建
国

に
曖
昧
な
姿
勢
を
示
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
、
存
続
に
不

可
欠
な
資
金
を
提
供
し
た
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
は
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
補
償

金
を
支
払
っ
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
は
、
貧
困
と
虚
弱
状
態
か
ら
ゆ
っ
く
り

と
這
い
上
が
っ
て
い
っ
た
。
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
し
、
交
通
機
関
、
製
造

業
、
送
水
シ
ス
テ
ム
、
数
多
く
の
住
宅
建
設
に
取
り
組
ん
だ
。
や
が
て

国
の
体
力
が
つ
い
て
く
る
と
頭
角
を
現
し
始
め
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ

ス
、
フ
ラ
ン
ス
と
組
ん
で
世
界
レ
ベ
ル
に
ま
で
成
長
し
た
。
建
国
後
の

二
十
年
間
、
イ
ス
ラ
エ
ル
は
繁
栄
と
新
た
な
ユ
ダ
ヤ
人
像
を
示
し
、
そ

※
１
訳
注
・
シ
オ
ン
と
は
、
聖
書
の
中
で
エ
ル
サ
レ
ム
と
同
義
語
で
用
い
ら
れ
、
や
が
て
ユ
ダ
ヤ
民
族
の
郷
土
イ
ス
ラ
エ
ル
そ
の
も
の
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
る
。
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れ
に
鼓
舞
さ
れ
た
ソ
連
の
ユ
ダ
ヤ
人
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
の
移
住
許
可

を
要
求
し
た
。
数
十
年
後
、
イ
ス
ラ
エ
ル
は
経
済
技
術
大
国
と
な
り
、

西
洋
諸
国
の
羨せ

ん

望ぼ
う

の
的
と
な
っ
た
。
ナ
ス
ダ
ッ
ク
に
上
場
す
る
企
業
数

は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
総
数
を
上
回
っ
た
。

　

イ
ス
ラ
エ
ル
は
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
驚
異
的
な
繁
栄
を
成
し
遂
げ
た
。

一
九
五
〇
年
代
に
は
、
食
料
配
給
制
を
設
け
て
い
た
国
が
、
二
〇
〇
〇

年
に
は
、
国
際
的
に
栄
誉
あ
る
賞
を
獲
得
す
る
ワ
イ
ン
を
数
十
種
も
生

産
す
る
よ
う
に
な
る
。
何
十
年
も
の
間
、
テ
レ
ビ
局
が
一
つ
（
国
営
テ

レ
ビ
局
）
し
か
な
か
っ
た
国
が
、
今
や
数
多
く
存
在
し
、
さ
ら
に
ア
カ

デ
ミ
ー
賞
を
競
う
よ
う
な
映
画
を
制
作
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ホ
ロ
コ

ー
ス
ト
生
存
者
を
数
多
く
受
け
入
れ
た
イ
ス
ラ
エ
ル
は
、
そ
の
絶
望
と

無
力
さ
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
対
照
的
に
、
や
が
て
軍
事
大
国
と
な
っ
た
。

長
い
間
、
学
問
を
神
聖
視
し
て
き
た
人
々
は
、
そ
の
文
化
を
新
し
い
国

に
活
か
し
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
を
次
々
と
輩
出
さ
せ
、
数
多
く
の
研

究
分
野
で
世
界
水
準
を
確
立
し
、
驚
く
べ
き
成
果
を
も
た
ら
し
た
。

　
シ
オ
ニ
ズ
ム
と
い
う
革
命

　

イ
ス
ラ
エ
ル
建
国
の
物
語
は
、
革
命
の
物
語
で
も
あ
る※
１

。
シ
オ
ニ
ズ

ム
と
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
民
族
解
放
運
動
で
あ
り
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
実
存
を

一
新
す
る
運
動
だ
っ
た※
２

。
シ
オ
ニ
ス
ト
た
ち
は
、
今
こ
そ
ユ
ダ
ヤ
民
族

が
新
生
す
る
時
だ
と
訴
え
た
。

　

シ
オ
ニ
ズ
ム
は
様
々
な
形
で
旧
来
の
ユ
ダ
ヤ
教
と
の
摩
擦
を
生
ん
だ
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
繰
り
返
さ
れ
る
迫
害
に
よ
っ
て
、
ユ
ダ
ヤ
人
は
絶
え
ず

社
会
の
片
隅
に
追
い
や
ら
れ
て
い
た
。
シ
オ
ニ
ス
ト
の
指
導
者
た
ち
は

次
の
よ
う
に
論
じ
合
っ
た
。
確
か
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
悪
い
。
だ
が
自
分

た
ち
ユ
ダ
ヤ
人
に
も
原
因
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
虐
待
の
危
険
に
怯お

び

え
つ
つ
、
自
分
た
ち
を
追
放
あ
る
い
は
殺
害
し
な
い
限
り
そ
の
国
に
居

座
り
続
け
る
、
そ
ん
な
生
き
方
を
や
め
る
時
が
来
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
イ
ギ
リ
ス
は
一
二
九
〇
年
に
、
ス
ペ
イ
ン
は
一
四
九
二
年
に
ユ
ダ

ヤ
人
を
国
外
追
放
し
、
残
酷
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
が
始
ま

っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
シ
オ
ニ
ス
ト
指
導
者
た
ち
は
不
満
だ
っ
た
。

な
ぜ
ユ
ダ
ヤ
人
は
、
自
主
防
衛
し
て
歴
史
に
立
ち
向
か
お
う
と
も
せ
ず
、

い
つ
も
な
さ
れ
る
が
ま
ま
、
卑
屈
で
怯
え
な
が
ら
、
古
び
た
宗
教
書
物

に
身
を
埋う

ず

め
て
い
る
の
か
、
と
。

　

変
わ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
ユ
ダ
ヤ
人
自
身
で
は
な
い
の
か
。
草
創

期
の
シ
オ
ニ
ス
ト
思
想
家
の
多
く
は
そ
う
考
え
た
。
彼
ら
の
革
命
へ
の

熱
情
は
徹
底
し
て
い
た
。
シ
オ
ニ
ズ
ム
と
は
、
色
々
な
意
味
で
、
こ
れ

ま
で
の
あ
り
方
と
決
別
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
彼
ら
は
新
し
い
ユ
ダ
ヤ
人

像
の
必
要
性
を
痛
感
し
、
自
ら
の
名
前
を
も
改
め
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の

最
初
の
四
人
の
首
相
を
例
に
挙
げ
て
み
よ
う
。
初
代
首
相
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
・

ベ
ン
グ
リ
オ
ン
の
出
生
名
は
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
グ
リ
ュ
ン
、
二
代
目
の
モ

シ
ェ
・
シ
ャ
レ
ッ
ト
は
モ
シ
ェ
・
シ
ェ
ル
ト
ッ
ク
、
三
代
目
の
レ
ヴ
ィ
・
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エ
シ
ュ
コ
ル
も
元
々
は
レ
ヴ
ィ
・
シ
ュ
コ
ル
ニ
ッ
ク
、
四
代
目
の
ゴ
ル

ダ
・
メ
イ
ー
ル
（
イ
ス
ラ
エ
ル
初
の
女
性
首
相
）
は
ゴ
ル
ダ
・
マ
イ
ヤ

ー
ソ
ン
だ
っ
た
。
改
名
は
過
去
と
の
決
別
―
―
「
ノ
ー
モ
ア
！　

も
う

た
く
さ
ん
だ
！
」
と
い
う
意
志
表
明
だ
っ
た
。
そ
れ
は
ユ
ダ
ヤ
人
の
世

界
観
、
容
姿
、
郷
土
、
名
前
、
す
べ
て
が
一
新
さ
れ
た
「
新
ユ
ダ
ヤ
人
」

で
あ
り
、
ユ
ダ
ヤ
民
族
再
生
の
時
で
あ
る
。

　

こ
の
新
し
い
ユ
ダ
ヤ
人
像
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
国
に
出
現
し
た
。
そ

の
形
態
も
多
種
多
様
だ
っ
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
魅
力
の
一
つ
は
、
ユ
ダ

ヤ
教
や
ユ
ダ
ヤ
人
に
つ
い
て
の
議
論
が
今
な
お
続
い
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
ユ
ダ
ヤ
教
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
あ
る
べ
き
姿
は
何
か
、
ま
た
そ
の
未
来

像
は
何
か
。
こ
の
議
論
は
、
時
に
は
節
度
を
わ
き
ま
え
、
時
に
は
口
角

泡
を
飛
ば
し
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
様
々
な
政
治
問
題
も
関
連
付
け
て
論

じ
ら
れ
る
。
今
日
の
ユ
ダ
ヤ
人
は
、
か
つ
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
萎
縮
し

た
臆
病
な
ユ
ダ
ヤ
人
と
は
一
線
を
画
し
た
。
シ
オ
ニ
ズ
ム
が
新
し
い
ユ

ダ
ヤ
人
を
生
み
出
し
た
の
は
ま
ぎ
れ
も
な
い
事
実
で
あ
り
、
こ
の
点
に

お
い
て
見
事
に
成
功
し
た
と
言
え
る
。

　

ま
た
シ
オ
ニ
ズ
ム
は
、
一
つ
の
可
能
性
に
対
す
る
革
命
で
も
あ
っ
た
。

ユ
ダ
ヤ
人
が
世
界
の
ど
こ
に
も
安
住
の
地
を
見
出
だ
せ
な
い
か
も
知
れ

な
い
、
と
い
う
可
能
性
に
対
し
て
で
あ
る
。
二
十
世
紀
の
半
ば
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
全
土
が
殺さ

つ

戮り
く

的
な
憎
悪
に
駆
り
立
て
ら
れ
て
い
た
と
き
、
多

く
の
ユ
ダ
ヤ
人
に
逃
げ
場
は
な
か
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
は
門
戸
を
閉
ざ

し
、
カ
ナ
ダ
も
そ
れ
に
続
い
た
。
イ
ギ
リ
ス
は
パ
レ
ス
チ
ナ
に
避
難
し

よ
う
と
す
る
ユ
ダ
ヤ
人
を
阻
止
し
た
。
多
勢
の
ユ
ダ
ヤ
人
を
乗
せ
た
船

は
、
入
港
を
許
可
し
て
く
れ
る
港
を
必
死
で
探
し
た
が
、
し
ば
し
ば
拒

絶
さ
れ
た
。
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
を
命
か
ら
が
ら
逃
れ
た
ユ
ダ
ヤ
人
を
乗
せ

た
船
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
送
り
返
え
さ
れ
る
か
撃
沈
さ
れ
た
。
要
す
る

に
、
ど
の
国
も
「
余
計
な
ユ
ダ
ヤ
人
」
な
ど
受
け
入
れ
た
く
な
か
っ
た

の
だ
。
シ
オ
ニ
ズ
ム
は
こ
の
現
状
も
変
え
よ
う
と
し
た
。
ユ
ダ
ヤ
人
が

世
界
の
ホ
ー
ム
レ
ス
に
な
る
よ
う
な
こ
と
は
二
度
と
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。
そ
の
願
い
を
も
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
建
国
が
実
現
へ
と
導
い
た
。

※
１
訳
注
・
本
書
で
い
う
「
革
命
」
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
や
共
産
革
命
の
よ
う
な
、
歴
史
や
文
化
を
全
否
定
し
て
理
想
社
会
を
築
こ
う
と
し
た
変
革
と
は
色
合
い
が
異

な
る
。
む
し
ろ
、
日
本
の
明
治
維
新
の
よ
う
に
、「
旧
来
の
陋ろ
う

習し
ゅ
うを
破
り
」、
民
族
特
有
の
歴
史
や
文
化
に
基
づ
い
た
改
革
に
近
い
。
そ
れ
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
多
く
が
シ

オ
ニ
ズ
ム
に
目
覚
め
て
、
出
生
名
を
ヘ
ブ
ラ
イ
風
（
ユ
ダ
ヤ
的
（
な
名
前
に
改
め
て
い
る
こ
と
に
も
窺
う
か
が
え
る
。

※
２
原
書
注
・「
シ
オ
ニ
ズ
ム
」
と
い
う
用
語
は
、
ユ
ダ
ヤ
民
族
の
郷
土
（
ホ
ー
ム
（
を
イ
ス
ラ
エ
ル
の
地
に
再
建
す
る
運
動
を
意
味
し
、
当
時
の
著
名
な
識
者
ナ
タ

ン
・
ビ
ル
ン
バ
ウ
ム
が
考
案
し
た
。
ビ
ル
ン
バ
ウ
ム
は
こ
の
用
語
を
一
八
九
〇
年
四
月
一
日
、
雑
誌
『
自
己
解
放
』
に
掲
載
し
た
一
文
で
初
め
て
用
い
た
。（Law

rence 
Epstein, The D

ream
 of Zion: The Story of the First Zionist C

ongress [Lanham
, M

D
: R

ow
m

an and Littlefield, 2016], p. 13.

（
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流
浪
の
地
で
幾
世
紀
も
の
衰
退
期
を
経
て
、
シ
オ
ニ
ズ
ム
は
ユ
ダ
ヤ

文
化
遺
産
の
復
興
に
取
り
組
ん
だ
。
父
祖
の
地
で
生
活
し
、
自
ら
の
言

葉
で
話
し
、
自
ら
の
未
来
像
を
描
く
上
で
そ
れ
は
必
要
だ
っ
た
。
ユ
ダ

ヤ
の
祈
祷
書
に
あ
る
よ
う
に
、
ユ
ダ
ヤ
人
は
「
世
界
に
四
散
」
し
た
が
、

シ
オ
ニ
ス
ト
は
彼
ら
を
再
び
集
め
よ
う
と
し
た
。
か
つ
て
日
常
語
と
し

て
使
わ
れ
て
い
た
ヘ
ブ
ラ
イ
語
は
、
二
千
年
の
流
浪
の
結
果
、
神
聖
な

書
物
や
祈
祷
書
を
朗
読
す
る
と
き
に
だ
け
用
い
る
宗
教
言
語
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
シ
オ
ニ
ズ
ム
は
こ
の
古
代
語
を
日
常
語
に
復
活
さ
せ
た
。

ユ
ダ
ヤ
人
は
、
他
民
族
同
様
、
音
楽
、
美
術
、
文
学
、
詩
を
生
み
出
し

た
。
教ハ

イ
カ
ル
チ
ャ
ー

養
文
化
も
大ポ

ピ
ュ
ラ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー

衆
文
化
も
生
ま
れ
た
。
祖
先
た
ち
が
住
ん
だ
町
に

住
み
、
聖
書
時
代
の
先
人
た
ち
が
親
し
ん
だ
街
路
を
再
び
歩
く
よ
う
に

な
っ
た
。
指
導
者
た
ち
は
、
戦
争
、
平
和
、
経
済
、
医
療
、
移
民
な
ど

に
関
す
る
方
針
を
打
ち
出
す
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
す
べ
て
に
シ
オ

ニ
ズ
ム
は
多
大
な
成
果
を
も
た
ら
し
た
。
本
書
は
、
現
在
の
イ
ス
ラ
エ

ル
が
、
ユ
ダ
ヤ
民
族
の
復
活
を
ど
の
よ
う
に
体
現
し
て
い
る
の
か
を
描

こ
う
と
す
る
試
み
で
も
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
シ
オ
ニ
ズ
ム
の
理
想
す
べ
て
が
実
現
し
た
わ
け
で
は
な

い
。
例
え
ば
、
テ
オ
ド
ー
ル
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ル
や
イ
ズ
レ
イ
ル
・
ザ
ン
グ

ウ
ィ
ル
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
が
中
東
に
多
大
な
発
展
を
も
た
ら
せ
ば
、
地
域

の
人
々
は
歓
迎
し
て
く
れ
る
と
信
じ
て
い
た
。
何
の
紛
争
も
な
く
ユ
ダ

ヤ
国
家
が
建
設
で
き
る
と
い
う
彼
ら
の
期
待
と
考
え
は
、
無ナ

イ
ー
ブ垢

な
夢
だ

っ
た
。
実
際
、
建
国
の
数
十
年
前
か
ら
ユ
ダ
ヤ
人
は
熾し

烈れ
つ

な
紛
争
の
中

に
閉
じ
込
め
ら
れ
、
今
な
お
解
決
の
兆
し
は
皆
無
と
い
う
悲
し
い
現
実

に
直
面
し
て
い
る
。

　

ユ
ダ
ヤ
人
が
独
自
の
国
家
を
持
て
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
世
界
の
反
ユ

ダ
ヤ
主
義
は
消
滅
す
る
。
現
代
イ
ス
ラ
エ
ル
国
の
立
役
者
テ
オ
ド
ー
ル
・

ヘ
ル
ツ
ェ
ル
は
そ
う
信
じ
て
い
た
。
こ
れ
も
ま
た
、
無
垢
な
希
望
だ
っ

た
。
む
し
ろ
イ
ス
ラ
エ
ル
の
存
在
に
よ
っ
て
、
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
す
る
国

際
的
な
評
価
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
生
活
は
、
よ
り
複
雑
に
な

っ
た
。
国
際
評
価
の
変
動
も
ま
た
イ
ス
ラ
エ
ル
史
の
重
要
な
要
素
な
の

で
、
本
書
で
は
そ
れ
も
論
じ
る
。

　

イ
ス
ラ
エ
ル
は
複
雑
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
地
で
あ
る
。
宗
教
的
な
由

緒
あ
る
場
所
が
無
数
に
あ
る
一
方
、
世
俗
的
で
（
あ
る
い
は
不
敬
と
さ

え
言
わ
れ
る
）
活
気
溢
れ
る
繁
華
街
や
音
楽
シ
ー
ン
で
満
ち
て
い
る
。

伝
統
に
深
く
根
ざ
し
た
社
会
で
あ
り
な
が
ら
、
超ハ

イ
パ
ー
モ
ダ
ン

近
代
的
な
面
を
兼
ね

備
え
て
い
る
。
現
代
文
明
を
遠
ざ
け
よ
う
と
す
る
超

ウ
ル
ト
ラ
・
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス

正
統
派
の
ユ
ダ

ヤ
教
徒
が
住
み
、
世
界
有
数
の
ハ
イ
テ
ク
資
本
家
も
生
活
し
て
い
る
。

肌
の
色
、
風
習
、
話
す
言
葉
の
異
な
る
様
々
な
ユ
ダ
ヤ
人
が
い
る
。
世

俗
的
な
ユ
ダ
ヤ
人
も
い
れ
ば
宗
教
的
な
ユ
ダ
ヤ
人
も
お
り
、
非
ユ
ダ
ヤ

人
も
多
数
暮
ら
し
て
い
る
。
ま
た
帰
還
者
の
多
く
は
（
人
口
比
で
、
イ

ス
ラ
エ
ル
ほ
ど
多
く
移
民
を
受
け
入
れ
た
国
は
な
い
）
民
主
主
義
の
伝

統
を
持
た
な
い
国
の
出
身
者
だ
っ
た
が
、
建
国
以
来
一
貫
し
て
民
主
政
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治
を
保
ち
、
今
も
活
発
に
機
能
し
て
い
る
。
国
土
や
人
口
は
極
め
て
小

さ
い
が
、
絶
え
ず
世
界
か
ら
注
目
を
浴
び
て
い
る
。
今
日
、
世
界
の
趨す

う

勢せ
い

は
こ
の
ユ
ダ
ヤ
国
家
―
―
そ
の
活
力
と
複
雑
さ
を
抜
き
に
し
て
は
理

解
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

　
歴
史
を
通
し
て
イ
ス
ラ
エ
ル
の
国
柄
と
国
民
の
気
質
を
知
る

　

世
界
に
注
目
さ
れ
て
き
た
イ
ス
ラ
エ
ル
に
つ
い
て
、
本
書
の
よ
う
に
、

歴
史
的
な
緻
密
さ
と
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
視
点
で
、
一
般
読
者
を
対
象

に
し
た
本
は
他
に
見
当
た
ら
な
い
。
確
か
に
優
れ
た
著
作
物
は
あ
る
が
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
は
大た

い

部ぶ

で
本
書
の
二
、
三
倍
の
長
さ
に
な
り
、
一
般
向

け
で
は
な
い
。
ま
た
そ
れ
ら
の
書
物
は
、
本
書
で
最
小
限
に
し
か
触
れ

て
い
な
い
よ
う
な
こ
と
、
ま
た
は
割
愛
し
た
事
柄
や
事
件
を
か
な
り
大

き
く
取
り
上
げ
て
い
る
。
詳
細
を
知
る
に
は
良
い
が
、
本
書
が
描
写
し

よ
う
と
す
る
全
体
像
と
し
て
の
「
物
語
」
が
不
明
瞭
に
な
り
か
ね
な
い
。

　

イ
ス
ラ
エ
ル
に
関
す
る
本
の
多
く
は
、
何0

が
起
き
た
の
か
を
綴
っ
て

も
、
な
ぜ

0

0

そ
れ
が
起
き
た
の
か
を
説
明
し
て
く
れ
な
い
こ
と
が
多
い
。

ま
た
、
物
語
の
様
々
な
要
素
が
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
き
統
合
さ
れ
て
い

っ
た
の
か
を
教
え
て
く
れ
な
い
。
イ
ス
ラ
エ
ル
は
国
際
情
勢
に
お
い
て

中
心
的
な
役
割
を
担
う
国
で
あ
り
、
避
け
て
通
れ
な
い
テ
ー
マ
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
書
で
は
ユ
ダ
ヤ
国
家
と
い
う
理ア

イ
デ
ア念

の
物
語
―
―
そ
の
由
来

と
軌
跡
、
そ
し
て
そ
の
夢
が
ど
う
実
現
し
た
の
か
を
書
き
表
そ
う
。

　

本
書
は
、
何0

が
起
き
た
か
を
伝
え
な
が
ら
も
、
特
に
な
ぜ

0

0

そ
れ
が
起

き
た
の
か
に
焦
点
を
置
く
。
パ
レ
ス
チ
ナ
に
移
り
住
み
、
国
家
を
建
設

す
る
と
い
う
ア
イ
デ
ア
の
起
源
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
シ
オ
ニ
ス
ト
た

ち
は
、
な
ぜ
自
分
た
ち
の
国
は
他
の
ど
の
場
所
で
も
な
い
パ
レ
ス
チ
ナ

に
建
設
さ
れ
る
べ
き
だ
と
主
張
し
た
の
か
。
世
界
は
い
つ
、
ま
た
な
ぜ

こ
の
ア
イ
デ
ア
を
支
持
し
た
の
か
。
建
国
に
携
わ
っ
た
人
の
多
く
は
、

民
主
政
治
の
営

い
と
な

ま
れ
て
い
な
い
国
か
ら
帰
還
し
た
人
た
ち
だ
っ
た
の
に
、

ど
う
し
て
建
国
当
初
か
ら
順
調
に
民
主
政
治
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た

の
か
。
な
ぜ
イ
ス
ラ
エ
ル
人
は
、
あ
ら
ゆ
る
事
柄
に
関
し
て
途
方
に
暮

れ
る
ほ
ど
激
し
く
意
見
が
分
か
れ
る
の
か
。
な
ぜ
イ
ス
ラ
エ
ル
人
と
ア

メ
リ
カ
の
ユ
ダ
ヤ
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
は
、
重
要
な
事
柄
に
つ
い
て
こ

と
ご
と
く
見
解
が
分
か
れ
る
の
か
。
ど
ん
な
未
来
が
イ
ス
ラ
エ
ル
に
待

っ
て
い
る
の
か
。

　

本
書
で
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
人
が
自
ら
を
、
ま
た
自
国
を
理
解
す
る
た

め
に
大
事
に
し
て
い
る
様
々
な
出
来
事
に
つ
い
て
も
語
ろ
う
と
思
う
。

例
え
ば
ア
メ
リ
カ
人
に
と
っ
て
、
ポ
ー
ル
・
リ
ビ
ア
の
真
夜
中
の
騎
行※
１

、

ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
が
万
難
を
排
し
て
達
成
し
た
凍
て
つ
く
デ
ラ

※
１
訳
注
・
一
七
七
五
年
四
月
十
八
日
、
ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争
に
先
駆
け
、
ボ
ス
ト
ン
に
住
む
ポ
ー
ル
・
リ
ビ
ア
ら
は
、
イ
ギ
リ
ス
軍
の
動
き
を
察
知
し
、
独
立
軍
の
指
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ウ
ェ
ア
川
の
渡
河※
１

、
壮
絶
な
ア
ラ
モ
砦
死
守
の
攻
防
戦※
２

な
ど
、
自
ら
の

来
歴
を
語
る
上
で
欠
か
せ
な
い
物
語
が
あ
る
よ
う
に
、
イ
ス
ラ
エ
ル
人

に
と
っ
て
も
欠
か
せ
な
い
物
語
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
記
憶
に
残
る
出

来
事
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
考
え
方
、
歴
史
観
、

国
家
観
、
さ
ら
に
国
際
世
論
に
ど
う
評
価
さ
れ
、
そ
れ
を
ど
う
認
識
し

て
い
る
か
を
知
る
手
が
か
り
と
な
る
。
本
書
で
は
、
そ
の
よ
う
な
重
要

な
史
実
を
中
心
に
伝
え
よ
う
。

　

ま
た
、
歴
史
の
舞
台
裏
で
活
躍
し
た
、
強

き
ょ
う
じ
ん

靭
で
、
理
想
高
く
、
特
異

な
人
々
の
こ
と
も
紹
介
す
る
。
た
だ
、
簡
潔
さ
を
心
が
け
、
出
来
事
を

俯ふ

瞰か
ん

的
に
描
写
す
る
よ
う
努
め
た
。
例
え
ば
、
戦
争
の
記
述
に
し
て
も
、

イ
ス
ラ
エ
ル
が
な
ぜ
そ
の
戦
争
に
引
き
込
ま
れ
た
の
か
、
そ
の
経
緯
や

主
要
因
、
ま
た
そ
の
戦
争
が
ど
の
よ
う
に
イ
ス
ラ
エ
ル
社
会
や
国
際
関

係
に
影
響
し
た
の
か
、
と
い
っ
た
ポ
イ
ン
ト
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
。
イ

ス
ラ
エ
ル
が
関
わ
っ
た
戦
争
で
の
軍
事
戦
略
を
記
録
し
た
著
作
は
す
で

に
出
版
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
が
本
書
の
主
題
で
は
な
い
。

　

他
に
も
本
書
で
触
れ
て
い
な
い
事
柄
が
あ
る
。
例
え
ば
、
イ
ス
ラ
エ

ル
の
経
済
史
は
非
常
に
興
味
深
い
が
、
イ
ス
ラ
エ
ル
経
済
を
救
っ
た
ド

イ
ツ
の
補
償
金
、
想
像
を
絶
す
る
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ハ
イ
テ
ク
ブ
ー
ム
な

ど
、
一
部
の
例
外
を
除
い
て
省
略
し
た
。
史
実
を
簡
潔
に
述
べ
る
と
い

う
本
書
の
意
図
に
照
ら
し
て
、
数
多
く
の
出
来
事
や
人
物
に
関
す
る
記

述
も
割
愛
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
歴
史
記
述
の
問
題
―
―
本
書
の
執
筆
に
あ
た
っ
て

　

複
雑
で
様
々
な
課
題
を
抱
え
た
イ
ス
ラ
エ
ル
と
い
う
国
に
関
し
て
、

な
る
べ
く
簡
潔
に
書
こ
う
と
す
る
と
、
必
然
的
に
「
解
釈
」
と
い
う
要

素
が
入
っ
て
し
ま
う
。
一
見
「
客
観
的
」
な
事
実
と
見
え
る
こ
と
で
さ

え
、
今
な
お
論
争
の
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
り
す
る
し
、
主
要
人
物
の
動
機

や
意
図
な
ど
は
そ
う
簡
単
に
分
か
る
も
の
で
は
な
い
。

　

ま
た
事
実
解
釈
と
は
別
に
、
よ
り
難
し
い
問
題
が
あ
る
。
イ
ス
ラ
エ

ル
の
歴
史
を
、
「
ど
の
視
点
か
ら
語
る
」
の
が
最
も
妥
当
な
の
か
と
い

う
問
題
だ
。
書
く
人
の
視
点
に
よ
っ
て
同
じ
事
例
で
も
内
容
の
異
な
る

も
の
と
な
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
功
績
を
ど
の
く
ら
い
評
価
す
る
の
か
、

失
敗
や
挫
折
に
ど
う
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
る
の
か
、
記
述
内
容
の
取
捨
選

択
、
登
場
人
物
が
な
ぜ

0

0

そ
う
決
断
し
た
の
か
な
ど
。
こ
れ
ら
の
要
素
す

べ
て
を
、
ど
の
よ
う
に
統
一
す
る
の
か
。
こ
の
よ
う
な
歴
史
学
の
問
題

に
話
が
及
ぶ
と
、
読
者
の
見
解
も
必
然
的
に
各
人
各
様
と
な
ろ
う
。

　

筆
者
は
、
こ
の
よ
う
な
歴
史
記
述
に
関
す
る
諸
問
題
を
踏
ま
え
、
あ

く
ま
で
も
事
実
に
裏
付
け
ら
れ
た
物
語
だ
け
を
記
述
す
る
よ
う
心
が
け

た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
業
績
と
失
敗
、
驚
異
的
な
歴
史
と
不
安
に
満
ち
た

未
来
、
善
意
に
基
づ
い
た
行
為
と
破
壊
的
な
決
断
と
い
っ
た
両
側
面
を

意
識
し
、
関
連
性
の
な
い
出
来
事
の
羅
列
で
は
な
く
、
一
つ
の
物
語
と

し
て
伝
え
る
よ
う
試
み
た
。
優
れ
た
物
語
で
は
、
様
々
な
人
物
が
登
場
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し
、
栄え

い

枯こ

盛せ
い

衰す
い

、
百ひ

ゃ
く
せ
つ
ふ
と
う

折
不
撓
の
歩
み
を
繰
り
広
げ
る
。
本
書
で
は
、
様
々

な
人
物
、
運
動
組
織
、
政
党
、
国
家
な
ど
が
物
語
の
主
人
公
と
し
て
登

場
す
る
。
こ
の
物
語
を
綴
る
に
あ
た
っ
て
は
正
確
性
を
期
し
、
で
き
る

限
り
公
正
に
記
述
す
る
よ
う
努
め
た
。

　

本
書
『
イ
ス
ラ
エ
ル
―
―
民
族
復
活
の
歴
史
』
が
描
く
の
は
、
極
め

て
小
さ
な
イ
ス
ラ
エ
ル
と
い
う
国
と
、
こ
の
国
を
生
み
出
し
た
古
く
か

ら
の
理ア

イ
デ
ア念

の
歴
史
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
一
つ
の
国
が
長
期
に
わ
た
っ
て

逆
境
を
克
服
し
続
け
、
今
な
お
―
―
克
服
不
可
能
と
も
言
わ
れ
る
―
―

敵
の
脅
威
と
あ
ら
ゆ
る
困
難
に
直
面
す
る
物
語
だ
。
そ
れ
は
、
多
大
な

代
償
を
伴
っ
た
民
族
復
活
の
物
語
、
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
要
素
と
哀
し
み

の
交
錯
す
る
複
雑
な
物
語
、
読
者
を
圧
倒
し
奮
い
立
た
せ
る
物
語
、
世

界
の
至
る
所
に
影
響
が
及
ん
で
い
る
物
語
で
あ
る
。

　

さ
あ
、
物
語
を
始
め
る
時
が
来
た
。
何
が
起
き
た
の
か
、
そ
し
て
も

っ
と
重
要
な
こ
と
は
、
な
ぜ
起
き
た
の
か
を
知
る
た
め
に
。

導
者
た
ち
に
知
ら
せ
る
た
め
に
真
夜
中
に
早
馬
を
走
ら
せ
た
。
こ
の
伝
達
の
お
陰
で
イ
ギ
リ
ス
軍
の
奇
襲
に
備
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

※
１
訳
注
・
ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争
中
の
一
七
七
六
年
十
二
月
二
十
六
日
、
苦
戦
を
強
い
ら
れ
た
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
率
い
る
大
陸
軍
は
、
悪
天
候
の
中
、
危
険
の
伴

う
デ
ラ
ウ
ェ
ア
川
渡
河
を
決
行
し
、
イ
ギ
リ
ス
軍
を
急
襲
す
る
。
こ
の
戦
い
で
独
立
軍
の
勢
い
は
大
い
に
増
し
、
独
立
戦
争
の
趨
勢
が
大
き
く
変
化
し
た
。

※
２
訳
注
・
一
八
三
六
年
、
テ
キ
サ
ス
独
立
戦
争
で
テ
キ
サ
ス
人
の
小
部
隊
は
サ
ン
・
ア
ン
ト
ニ
オ
の
僧
院
（
ア
ラ
モ
砦
（
に
立
て
こ
も
り
、
包
囲
す
る
約
三
千
の
メ
キ

シ
コ
軍
を
相
手
に
十
三
日
間
戦
い
、
非
戦
闘
員
以
外
は
全
員
玉
砕
し
た
。
こ
の
激
戦
は
、
テ
キ
サ
ス
人
の
敢
闘
精
神
と
テ
キ
サ
ス
独
立
戦
争
の
象
徴
と
な
る
。


